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1.　はじめに 
　私は伝統衣装について探究したいと思い、七五三を着る子供の減少について探究した。その

きっかけは私の家系には女性が多いことにある。祖父母の代も祖母の代も母の代も私の代も生

まれる子供はみんなおんなのこである。私の代は水色と少し赤の入った可愛らしい着物をきたの

であるが私の妹は「アリエルのドレスが着た

い！！」と言ったので母はドレスを着せて、七五

三の記念写真を撮った。私はそれに衝撃を受け

た。代々受け継いでいる着物だったので当然妹

達も着るだろうと思っていたので少し悲しかっ

た。近年、スタジオアリスなどの写真館では着物

よりドレスが、主流なのだそうである。なので、私

はこの七五三で着物を着る人が減少している問

題を、食い止めるべきだと思い探究をすすめた。 
  （左から7歳の筆者、3歳の妹、3歳の筆者→) 
 
2.  序論 
　私は初めに「伝統衣装の衰退を食い止めるた

めには」という問いを立てた。この問いの解決をはかるために、まずは着物について深く知ること

にした。 
　現在、大人でも着物を着る人はおよそ0.7%だそうである。この問題の背景を理解すべく、さらに
日本の伝統衣装である着物について調べた。着物の原型は平安時代にできたといわれており、

江戸時代には身分や季節により柄や色が細かく分かれていたそうだ。明治時代になると洋服が

入ってきて、着物は次第に「特別な日」に着る衣装へと変化していった。現在では結婚式や成人

式、七五三でしか着る機会がなくなっている上に、結婚式などでもドレスを選択する人が増えてい

る。 
　一方で私の興味のある韓国では伝統衣装があるのか気になり、調べてみることにした。韓国に

は「韓服（ハンボク）」と呼ばれる伝統衣装がある。韓服も時代ごとに少しづつ形を変えており最

近は「改良韓服」と呼ばれる現代風のデザインも人気である。伝統を守りつつ、新しい形に進化し

ている点に興味を感じた。日本と韓国の伝統衣装を比較することで、伝統をどう受け継ぎ、どう変

えるのかを考えることが大事だと思った。そして私は「伝統衣装の魅力を現代のファッションや

人々にどう伝えるか」を考えようと思った。 
 
3.  本論 
　私はさらに伝統衣装の魅力を深く理解するため、実際に韓国で韓服体験をした。ソウルの景福

宮周辺には韓服をレンタルして体験できる店が沢山あり、観光客や年齢問わずの韓国人でとて

も賑わっていた。私も友達と一緒に韓服を選び、お店の人に着せてもらった。昔の韓国の姫に

なった気分になり、伝統衣装の魅力を実感した。 
　実際に街を歩いていると、韓服を着た人たちが沢山いて写真を撮ったり、人生4カット(日本でい
うプリクラだが無加工)のお店に入っていく人が見受けられた。観光地では韓服を着ている人は
入場無料というサービスもあり、伝統衣装を身近に体験しやすく楽しめる工夫がされていた。レン

タルショップの店員さんに話を伺うと外国人の方だけでなく若い子たちも可愛い写真を撮るため

 



に韓服を着るよと教えてくださった。特別な日だけでなく友達同士で遊びに行きSNSに投稿する
ために着るそうである。伝統的な柄だけでなくパステルカラーやレースの付いた改良韓服を選ぶ

人が多いことも聞くことができた。この体験を通して伝統を守るということはそのままの形を残す

ことだけではなく今の時代にあわせて『進化させる』ことだと感じた。韓国のように若い世代が伝

統衣装を日常的に楽しんでいることこそ未来に繋ぐ力だと思う。 
 

   
韓服体験 

 
4.　結論 
　伝統衣装の衰退は時代の変化に合わせた工夫が足りなかったからであることに気づいた。着

物は綺麗で優雅で品があるが、着付けや値段のハードルが高い。そのため若い世代には遠い

存在になっている。しかし、韓国のように伝統を守りつつ、現代風にデザインを変えたり、手軽に

着られるようなアイデアがあれば、着物も再び多くの人に親しまれやすくなると思う。なので今後

は学校や地域で着物を体験する機会を増やしたり、ファッションとしての着物を作ることが大切だ

と思われる。若い世代の好みに合わせて『変える』など進化させることも大切だ。 
 
5.　おわりに 
　今回の探究で、私は伝統衣装について沢山のことを学んだ。初めは妹の七五三をきっかけに

気になったことが、調べていくうちに着物はただの服でなく文化の象徴であることを実感した。伝

統を守るのも大切であり、伝統を進化させることも大切である。伝統は古くさいものではなくかっこ

いいものということを伝えていきたい。これからはもっと気軽に伝統衣装をたのしみ、将来はアジ

アの文化を繋げていくようなことを学び仕事に関わりたいと思う。この気づきをこれからの生き方

に生かしていきたい。 
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